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令和元年５月８日 

 

地球規模課題対応国際科学技術協力ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(SATREPS)ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

「Agriculture and Hydrological researches in ChEZ and Fukushima」開催 

  ～福島県とﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘの避難区域調査結果を報告～  

 

 

福島大学、筑波大学、福島県立医科大学およびウクライナの関係官署では、

2017 年度より JICA《国際協力機構》・JST《科学技術振興機構》による地球規

模課題対応国際科学技術協力プログラム（通称 SATREPS）に採択され「チェルノ

ブイリ災害後の環境管理支援技術の確立」という、チェルノブイリへの技術支

援に関する共同研究プロジェクトに取り組んでいます。 

 今回、ウクライナより、ウクライナ農業放射線研究所（UIAR）のヴァレリー

カシパロフ所長、国営特殊企業エコセンター研究部のボロディミル デミヤノヴ

ィッチ 所員をゲストスピーカーとして迎え、福島大学環境放射能研究所の教授

らを交えてのシンポジウム「Agriculture and Hydrological researches in ChEZ 

and Fukushima」を開催します。福島とチェルノブイリの避難区域内の河川や土

壌中の放射性物質を中心とした、環境放射能の研究報告を行います。 

 

●日 時：令和元年５月２３日（木） ９：２０～１２：００ 

●場 所：環境放射能研究所 ６階 大会議室 

●内 容：※講演はすべて英語です 

1) General Introduction of IER and Research Activities on Agricultural Issues 
福島大学環境放射能研究所 塚田祥文 教授 

2) Hydrological Studies of Rivers in Fukushima 
福島大学環境放射能研究所 脇山義史 講師        

3) Forest Studies in Fukushima  
福島大学環境放射能研究所 

ヴァシル ヨシェンコ 特任教授 

4) River Studies in ChEZ 
国営特殊企業エコセンター研究部 

ボロディミル デミヤノヴィッチ 所員 

5) Researches of Radionuclides in Soil in ChEZ 
ウクライナ農業放射線研究所（UIAR） 

ヴァレリー カシパロフ 所長 

 

●申 込：参加無料です。申し込みは環境放射能研究所のホームページをご覧

ください。当日参加も可能です。 
（お問い合わせ先） 

福島大学環境放射能研究所 事務室 

電話：024-504-2114 FAX：024-503-2921 

メール：ier@adb.fukushima-u.ac.jp 

WEB ：http://www.ier.fukushima-u.ac.jp/ 




